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目的
●● TelnetとSSHはネットワークに接続された機器を遠隔操作するためのプロ
トコル
●● SSHは暗号化して安全に遠隔操作できる
●● TelnetはTCP 23番、SSHはTCP 22番のポート番号を使用する

1.	Telnetとは

Telnet（テルネット）はネットワークに接続されたサーバやネットワークデバイ
スを遠隔操作するためのプロトコルで、アプリケーション層のプロトコルです。
ルータやスイッチにはキーボードやディスプレイがないため、設定を行うには機
器の側まで行きコンソールポートと呼ばれるポートにPCを接続するか、Telnetを使
って接続するかします。

Telnetはネットワーク仮想端末（NVT：Network Virtual Terminal）の機能を提供
します。TelnetクライアントとTelnetサーバはこのNVTを介して遠隔操作のコマン
ドをやりとりします。

NVTの役割はデータの変換を行ってくれることです。クライアントとサーバが全
く違うOSを利用した場合にも、NVTがあることによりどんな機器にでもTelnetが実
行可能になります。

Telnetを実行する場合には、Telnetクライアントから「telnet ホスト名（相手の
IPアドレス）」コマンドを実行します。そうすると、宛先ポート番号TCP23番を指定
してTelnetサーバに接続しに行きます。接続するためにはパスワードが必要になり
ます。
次ページの図7.4.1はルータR3からルータR2（172.16.1.254）へ telnetを実行した

例です。
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